
発行／栄村役場発行／栄村役場

主な内容

■令和６年度施政方針
■令和６年度栄村教育施政方針
■令和６年度当初予算の概要
■令和６年度人事異動・職員採用
■移住定住対策事業について
■第53回栄村スキー大会の結果

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２－６
・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ７－９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ10－11
・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ12

・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ13－15
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ24

令和６年

第485号
4月号

広　報広　報

　３月、村内の小中学校で卒業式・保育園で
卒園式が行われました。
　北信保育園では5名の園児が卒園となり、
保護者と先生に見守られながら、新たなスタ
ートを切りました。

～卒園・卒業　旅立ちの春～
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今
年
は
、
年
頭
か
ら
、
災
い
が
続
き
ま
し
た
。
元

旦
の
午
後
、
能
登
半
島
を
激
震
と
津
波
が
襲
い
、
家

屋
や
ビ
ル
が
倒
壊
し
て
多
く
の
死
者
・
行
方
不
明
者

が
出
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
輪
島
市
の
中

心
部
で
は
、
大
規
模
な
火
災
も
発
生
し
て
、
2
0
0

戸
以
上
の
商
店
・
家
屋
が
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
日
に
は
、
羽
田
空
港
で
海
上
保
安
庁
の
飛
行
機

と
日
航
機
が
衝
突
、炎
上
す
る
事
故
も
起
き
ま
し
た
。

幸
い
に
も
日
航
機
の
乗
客
は
無
事
で
し
た
が
、
海
上

保
安
庁
職
員
は
5
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
被
災
者

の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
粋
を
集
め
た
航
空
管
制
機
能
を
持
っ
て
し
て
も
、

こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
り
え
る
と
い
う
の
が
実
感
で

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
震
は
地
球
の
自
然
現
象
で
こ
の
膨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
出
を
防
ぐ
こ
と
も
予
知
す
る
こ
と

も
私
た
ち
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
「
日
本
」
は

災
害
大
国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
は
「
起
こ
る

か
ど
う
か
」
で
な
く
「
い
つ
来
る
か
、
い
つ
起
き
る

か
」
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
年
の
初
め
で

あ
り
ま
し
た
。
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
北
陸
地
方
復

興
へ
の
支
援
は
栄
村
も
「
チ
ー
ム
長
野
」
の
一
員
と

し
て
、
職
員
の
派
遣
を
含
め
、
積
極
的
に
行
動
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
度
も
健
全
な
財
政
運
営
を
旨
と
し
て
、

安
定
し
た
行
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

毎
日
を
大
き
な
自
然
と
関
わ
っ
て
、
穏
や
か
に
暮
ら

す
事
の
喜
び
と
、
こ
の
地
で
生
き
て
い
く
誇
り
や
魂

が
漂
う
よ
う
な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
事
が
、
こ

の
村
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
大
事
な
要
件
と
考
え

て
い
ま
す
。
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
あ
ら

た
め
て
地
震
や
水
害
・
豪
雪
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た
、

災
害
に
強
い
幹
線
道
路
、
村
道
の
安
全
対
策
、
緊
急

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
、

除
雪
対
策
の
強
化
な
ど
、
村
土
の
強
靱
化
へ
の
思
い

を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
対
策
は
、
各
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

な
が
ら
、
企
画
、
民
生
、
教
育
部
門
連
携
し
て
、
さ

ら
に
細
や
か
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
水
稲
作
付
け
支
援
、
優
良
米

へ
の
補
助
を
続
け
る
と
と
も
に
、
共
同
化
の
推
進
、

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
継
続
な
ど
、
農
業
を
続
け
て
い

く
事
の
で
き
る
農
村
環
境
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

観
光
は
、
そ
の
推
進
体
制
の
構
え
を
見
直
す
時
期

と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
、
観
光
は
「
環
境
・
文
化
・

経
済
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
持
続
可
能
で
発
展
性

を
、
と
言
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
で
す
か
ら
、

村
の
「
自
然
や
食
・
歴
史
や
文
化
」
と
い
っ
た
、
資

源
を
体
験
や
体
感
に
如
何
に
つ
な
げ
る
事
業
展
開
が

肝
心
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
に
お
い
て
は
、
出
産
か
ら
子
育
て
期
を
見
守

る
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
介
護
に
関
わ
る
相

談
等
に
対
応
す
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
第
9
期
の
介

護
保
険
計
画
で
は
「
互
い
に
認
め
合
い
、支
え
合
い
、

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」
を
理
念
と
し
て
、
介
護
予
防
等
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。
介
護
保
険
料
は
据
え
置
き
と
い
た
し
ま

す
。
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
は
、秋
山
診
療
所
と
連
携
、

工
夫
し
て
、
利
用
者
の
利
便
性
と
効
能
改
善
に
努
め

て
行
き
ま
す
。
歯
科
診
療
所
は
、
医
師
が
不
在
と
な

る
こ
と
か
ら
、
当
面
休
診
と
し
、
今
後
の
体
制
を
検

討
し
ま
す
。高
齢
化
率
の
高
い
当
村
で
あ
り
ま
す
が
、

先
ず
は
「
自
分
の
健
康
、
家
族
の
健
康
」
に
関
心
を

持
っ
て
、
寿
命
を
全
う
す
る
ま
で
健
康
な
村
民
が
一

令
和
６
年
度　

施
政
方
針

�

栄
村
長
　
宮

川

幹

雄ライフライン保全対策事業

天代坪野線道路改良工事

➡
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人
で
も
多
く
な
る
よ
う
な
保
健
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

栄
村
の
学
校
教
育
の
構
え
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
本
格
的
な
設
計
に
取
り
組
み
、
あ
た
ら

し
い
学
校
開
校
ま
で
の
工
程
、
財
源
計
画
な
ど
を
出

来
る
だ
け
明
確
に
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
他
、
国
策
で
あ
る
Ｄ
Ｘ
の
対
応
、
か
た
く
り

ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
、
議
場
の
会
議
シ
ス
テ
ム
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
は
多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す
が
、

や
る
べ
き
事
は
や
る
姿
勢
で
臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
場
特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
に
移

行
し
て
、
設
備
更
新
を
過
疎
債
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
、
地
域
の
活
性
化
、
雇
用
対
策
、
都
市
と
の
交

流
な
ど
過
疎
対
策
と
し
て
の
役
割
を
強
化
し
て
い
く

方
針
で
す
。
子
ど
も
達
や
若
者
の
定
住
対
策
、
村
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
ス
キ
ー
場
が
さ
ら
に
貢
献
す
る

べ
く
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

政
治
は
希
望
で
す
。
そ
し
て
、
行
政
は
村
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
信
頼
が
な
け
れ
ば
、
前
に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

下
に
真
摯
な
姿
勢
で
村
政
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り

ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て

　

次
に
令
和
６
年
度
に
向
け
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

栄
村
は
苗
場
山
、
佐
武
流
山
、
鳥
甲
山
な
ど
の

2
，
0
0
0
m
級
の
山
々
を
有
し
、
中
津
川
と
志
久

見
川
が
南
北
に
流
れ
、
北
部
を
千
曲
川
が
西
か
ら
東

に
横
断
し
て
流
れ
て
い
ま
す
。
気
候
は
四
季
折
々
に

特
徴
が
あ
り
、
特
に
冬
は
、
全
国
屈
指
の
豪
雪
地
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
水
は
豊
か
で
植
生
に

恵
ま
れ
、
地
下
資
源
で
あ
る
温
泉
観
光
、
ス
キ
ー
場

の
運
営
、
農
業
、
狩
猟
や
ジ
ビ
エ
と
い
っ
た
自
然
と

共
存
し
て
き
た
村
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
を
起
因
と
す
る
気
候
変
動

は
栄
村
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

夏
場
の
最
高
気
温
は
30
度
を
超
え
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
り
、
35
度
を
超
え
る
猛
暑
日
が
昨
年
8
月
は

半
分
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
千
曲
川
の
決
壊
、
村

内
で
も
家
屋
の
浸
水
や
村
道
路
肩
崩
壊
な
ど
の
甚
大

な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
も
、
毎
年
日
本
の
ど

こ
か
で
気
候
変
動
・
異
常
気
象
を
原
因
と
す
る
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
、若
者
・

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
暮
ら
し
た
い

地
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
村
は
「
2
0
5
0
年
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
又
は
二
酸
化
炭
素
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
目
指
す
地
方
自
治
体
」
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
い
た
し

ま
す
。　

　

村
が
有
す
る
雄
大
な
自
然
と
豊
富
な
資
源
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
共
存
す
る
地

域
を
目
指
し
関
係
機
関
と
協
力
し
目
指
し
て
い
く
所

存
で
す
。

令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
と

主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
34
億
１
千
万
円
と

し
ま
し
た
。
前
年
度
比
で
2
億
9
，
5
0
0
万
円
、

9
・
5
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
ス
キ
ー
場
特
別
会
計
を
一
般
会

計
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
7
会
計
の
合
計
で

９
億
66
万
円
、
前
年
度
比
△
7
，
2
3
5
万
円
、

7
・
4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
い
ま
し
て
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合
計
で

は
、
43
億
1
，
0
6
6
万
円
、
前
年
度
比
2
億
2
，

2
6
5
万
円
、
5
・
4
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
の
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

の
2
会
計
へ
の
負
担
金
・
補
助
金
の
合
計
額
は
9
，

3
8
6
万
円
、
前
年
度
比
7
9
0
万
円
、
9
・
2
％

の
増
で
あ
り
ま
す
。
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一
般
会
計
の
歳
入
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
村
税

に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
村
民
税
の
個
人
所
得
割
額

の
減
を
見
込
み
、
前
年
度
比
7
0
4
万
円
、
4
・
1

％
減
の
１
億
６
，
3
3
9
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
配
分
率
の
見
直
し
に
よ

り
、
前
年
度
比
2
5
0
万
円
、
18
・
5
％
増
の
1
，

6
0
0
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
決

算
見
込
み
及
び
国
の
地
方
財
政
対
策
の
推
移
な
ど
を

考
慮
し
て
、
前
年
度
比
3
，
6
0
0
万
円
、
2
・
2

％
増
の
16
億
9
千
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

繰
入
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
前
年
度
比
1
億
4
，
2
3
5
万
3
千
円
、

1
1
5
・
7
％
増
の
2
億
6
，
5
3
9
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。

　

村
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
疎
債
を
活
用
し
て
の

北
野
天
満
温
泉
入
浴
棟
建
設
、
天
代
坪
野
線
道
路
改

良
工
事
が
終
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
5
，
4
0
0
万

円
あ
ま
り
の
減
額
。
辺
地
債
も
事
業
費
減
に
よ
り
、

3
，
5
0
0
万
円
余
り
の
減
額
。
ま
た
、
単
独
の
道

路
改
良
工
事
で
は
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債

で
8
千
万
円
余
り
を
見
込
み
ま
し
た
。
合
計
で
は
△

6
9
0
万
円
、
1
・
4
％
減
の
4
億
７
，
2
5
0
万

円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

次
に
、
歳
出
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
主
な
事
業
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
を
育
む
事
業
と
し
て
、
新
し
い
義
務
教
育

学
校
づ
く
り
経
費
、
4
，
7
3
8
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
令
和
8
年
開
校
に
向
け
て
の
第
一
歩
で
す
。

　

次
に
災
害
対
策
と
し
て
の
、
う
回
路
確
保
を
念
頭

に
入
れ
た
旧
国
道
1
1
7
号
、横
倉
沢
橋
の
修
繕
に
、

2
億
8
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
他
能
登

半
島
地
震
で
道
路
損
壊
に
よ
る
救
援
、
復
旧
の
立
ち

遅
れ
、
孤
立
地
区
発
生
な
ど
の
状
況
を
教
訓
に
、
防

災
を
兼
ね
た
事
業
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
ス
キ
ー
場
の
運
営
経
費
及
び
リ
フ
ト
・
圧
雪

車
等
の
設
備
更
新
経
費
と
し
て
1
億
9
，
3
7
0
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
特
別
会
計

か
ら
一
般
会
計
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
設
備
更
新

経
費
に
は
過
疎
債
を
充
当
し
ま
し
た
。

　

国
が
進
め
る
シ
ス
テ
ム
標
準
化
事
業
費
と
し
て
、

9
，
3
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

目
的
別
の
予
算
額
の
割
合
で
は
、
土
木
費
が
最
も

多
く
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
、
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
事
業
の
２
つ
の
大
き
な
事
業
を
計
上
し
た

こ
と
か
ら
、
6
億
7
，
0
0
8
万
円
と
23
・
3
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
総
務
費
で
は
5
億
2
，
4
5
9
万
円
、

15
・
4
％
の
増
と
な
り
ま
す
。
14
款
予
備
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
△
1
，
0
0
0
万
円
、

50
・
0
％
減
の
1
，
0
0
0
万
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
手
当
改
正

に
伴
い
、
人
件
費
が
増
額
。
燃
料
高
騰
な
ど
の
影
響

で
物
件
費
も
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
特
別
会
計
予
算
及
び
公
営
企
業
会
計
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
所
要
の
歳
入
歳
出

予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

第
６
次
栄
村
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て

「
第
１
章　

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」

　

人
口
減
少
対
策
の
新
規
事
業
と
し
ま
し
て
、
転
入

さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
既
存
空
き
家
の
改
修
を
行
い

で
き
る
だ
け
時
間
を
置
か
ず
に
生
活
で
き
る
住
宅
を

確
保
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
3
2
0
万
円
を
。
さ

ら
に
空
き
家
残
置
物
処
理
事
業
と
し
て
30
万
円
を
計

上
し
更
な
る
移
住
者
の
確
保
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
物
へ
の
野
生
鳥
獣

に
よ
る
被
害
防
止
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
野
生
鳥

獣
保
護
管
理
対
策
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

林
業
振
興
は
、
森
林
整
備
に
必
要
な
林
道
の
維
持

補
修
に
努
め
る
と
と
も
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策

事
業
と
し
て
1
，
5
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
緩
衝
帯
整
備
事
業
で
は
農

地
、
住
居
周
辺
堺
の
下
草
刈
、
除
伐
等
で
2
4
0
万

円
余
り
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
で
は
栄
村
森
林
組
合
が
事
業
主
体
で
購

入
す
る
林
業
機
械
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
補
助
金
と
し
て
、

2
9
0
万
円
余
り
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

林
道
改
良
費
で
は
秋
山
線　

鬼
沢
橋
の
橋
梁
修
繕

工
事
に
、
1
，
3
0
0
万
円
余
り
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
森
林
の
間
伐
、
除
伐
、
枝
払
い
な
ど
の
造

林
施
業
を
計
画
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。
地
籍
調
査

事
業
で
は
月
岡
集
落
周
辺
の
測
量
補
正
、
登
記
申
請

費
用
と
し
て
4
5
0
万
円
余
り
を
計
上
し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
商
工
振
興
経
費
と
し
て
商
工
業
者
へ
の

経
営
支
援
に
取
り
組
む
経
費
と
し
て
2
5
0
万
円
余

り
を
計
上
し
ま
し
た
。
就
業
に
必
要
な
資
格
取
得
経

費
へ
の
支
援
な
ど
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
新
規
事

業
で
は
伝
統
工
芸
品
振
興
対
策
と
し
て
団
体
活
動
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

道
の
駅
管
理
経
費
で
は
委
託
料
他
で
6
8
0
万

円
、
加
工
セ
ン
タ
ー
管
理
費
で
は
光
熱
水
費
他
で

2
6
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

観
光
宣
伝
経
費
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
製
費
他
で

1
，
3
0
0
万
円
を
。
栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会
補
助

　

各
集
落
が
主
体
的
に
取
組
む
活
性
化
対
策
を
引

続
き
支
援
す
る
た
め
、
集
落
支
援
交
付
金
と
し
て

7
2
3
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
、
5
0
0
万
円
も
継
続
し
ま
す
。

　

行
政
運
営
の
充
実
と
効
率
化
に
つ
き
ま
し
て
、
国

が
進
め
る
電
子
自
治
体
へ
の
取
組
に
対
応
す
る
よ
う

に
シ
ス
テ
ム
標
準
化
事
業
に
9
，
4
0
0
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。議
場
の
音
声
シ
ス
テ
ム
が
老
朽
化
し
、

こ
れ
を
更
新
す
る
た
め
1
，4
0
0
万
円
を
計
上
し
、

さ
ら
に
議
会
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
会
議
等
で
も
効

率
的
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て

文
化
会
館
の
音
声
、
映
像
、
照
明
装
置
も
更
新
す
る

経
費
と
し
て
3
，
8
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

「
第
２
章　

災
害
に
つ
よ
い
村
づ
く
り
」

　

防
災
・
減
災
体
制
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河

川
等
の
増
水
対
策
に
必
要
な
作
業
経
費
な
ど
を
計
上

す
る
と
と
も
に
、
長
野
県
が
進
め
る
信
濃
川
水
系
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
へ
の
支
援
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
体
制
の
強
化
と
し
ま
し
て
、
常
備
消

防
は
岳
北
消
防
本
部
の
分
担
金
9
，
3
0
0
万
円
を

計
上
す
る
と
と
も
に
、
非
常
備
消
防
は
団
員
の
負
担

軽
減
、
活
動
に
必
要
な
装
備
な
ど
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
体
制
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、
村
道
野
田
沢

１
・
３
・
４
号
線
の
道
路
改
良
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
村
道
屋
敷
線
改
良
に
伴
う
補
償
費
等
を
計

上
す
る
ほ
か
、
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
を

活
用
し
て
、
長
瀬
地
区
他
の
災
害
防
止
対
策
に
取
組

ま
す
。

　

ま
た
、
う
回
路
機
能
、
緊
急
物
資
の
輸
送
等
を
念

頭
に
、
国
道
4
0
5
号
、
県
道
長
瀬
横
倉
（
停
）
線
、

鳥
甲
線
の
含
め
た
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

　

道
路
除
雪
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
除
雪
に

必
要
な
8
ｔ
級
の
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
2
台
の
更
新
を

行
い
除
雪
能
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
除
雪
関
連
費

で
は
2
億
2
，
5
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

「
第
３
章　

活
力
あ
る
村
づ
く
り
」

　

農
業
・
畜
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
用
施
設

の
計
画
的
な
維
持
管
理
と
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
金
の

交
付
、
米
農
家
支
援
や
優
良
米
生
産
支
援
な
ど
を
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

直
接
支
払
交
付
金
で
は
17
団
地
で
5
千
万
円
、
多

面
的
支
払
交
付
金
で
は
15
団
体
で
1
，
8
0
0
万
円
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金
と
し
て
7
5
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
、
変
革
が
必
要
と
考
え

協
会
と
協
議
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

村
有
の
観
光
関
連
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定

管
理
制
度
の
活
用
と
運
営
委
託
な
ど
に
よ
り
効
率
的

な
運
営
を
図
っ
て
い
き
な
が
ら
、
今
後
の
方
向
を
検

討
し
ま
す
。

　

観
光
施
設
管
理
経
費
と
し
て
、
北
野
天
満
温
泉
旧

入
浴
棟
の
解
体
工
事
3
，
0
0
0
万
円
、
温
泉
宿
泊

施
設
指
定
管
理
料
３
施
設
で
2
，
7
0
0
万
円
、
そ

の
他
合
わ
せ
て
1
億
2
0
0
万
円
余
り
を
計
上
し
ま

し
た
。

「
第
４
章　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
に
関
し
て
は
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
く
、
必

要
な
方
に
、
母
子
に
関
す
る
こ
と
や
子
育
て
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
助
言
、
相
談
対
応
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
母
子
保
健
事
業
、

2
9
0
万
円
他
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る
訪
問
活

動
を
充
実
す
る
な
ど
、
健
康
不
安
の
解
消
と
介
護
予

防
や
生
活
支
援
に
力
を
入
れ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補

助
金
、
1
千
万
円
他
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
、
給
付
費
他
で

3
，
7
0
0
万
円
余
り
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
と
安
心
で
き
る
医
療
の
確
保
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
種
健
康
診
断
事
業
と
健
康
寿
命
の
延
伸

に
繋
が
る
健
康
増
進
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

地
域
中
核
医
療
機
関
支
援
事
業
5
5
0
万
円
。
健
康

診
査
等
事
業
費
7
5
0
万
円
他
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

精
神
保
健
対
策
及
び
障
が
い
者
、
障
が
い
児
福
祉

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
生
活
支
援
事
業
を
中
心
に

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。自
立
支
援
給
付
費
4
，5
0
0
万
円
。地
域
生

活
支
援
事
業
費
3
2
0
万
円
他
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
ご
み
処
理
業
務
、
火
葬

業
務
な
ど
を
津
南
町
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
津
南
地

域
衛
生
施
設
組
合
の
組
合
費
、
4
，
3
0
0
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
冬
期
間
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
た
め
に
雪
害
対
策
救
助
事
業
3
，
8
0
0
万

円
。
そ
の
他
、
河
川
の
水
質
検
査
に
継
続
的
に
取
り

組
む
な
ど
、環
境
衛
生
の
維
持
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

交
通
対
策
で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
委
託

2
，
6
0
0
万
円
。
路
線
バ
ス
運
行
経
費
の
支

援
5
6
0
万
円
。
Ｊ
R
簡
易
委
託
駅
運
営
事
業

7
0
0
万
円
他
の
支
援
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。
お
年
寄
り
の
買
物
対
策
と
し
て
、
ま
ず
秋
山
地

区
で
移
動
購
買
車
に
よ
る
巡
回
を
始
め
ま
し
た
。
利

用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
話
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
試
験

的
段
階
を
経
て
村
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
第
５
章　

豊
か
な
心
を
育
む
村
づ
く
り
」

　

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
と
連
携
し
て
子
供
を

育
む
体
制
や
環
境
整
備
の
研
究
と
社
会
変
化
に
対

応
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
な
ど
を
進
め
る
と
と

も
に
、
学
校
給
食
費
を
補
助
す
る
保
護
者
支
援
な

ど
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
学
童
ク
ラ
ブ
、
保

育
園
経
費
で
1
，
9
4
0
万
円
。
統
合
経
費
で
4
，

7
3
0
万
円
。給
食
費
の
補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

地
域
を
育
む
で
は
、
津
南
町
と
連
携
し
た
苗
場
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
学
習
活
動
や
地
域
振
興

な
ど
負
担
金
で
7
9
0
万
円
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

文
書
調
査
、
目
録
作
成
経
費
2
8
0
万
円
。
集
落
ビ

ジ
ョ
ン
事
業
2
5
0
万
円
他
の
活
動
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　

歴
史
を
学
び
、
文
化
を
育
む
で
は
、
公
民
館
活
動

経
費
7
9
0
万
円
。
文
化
財
保
護
事
業
1
3
0
万
円

他
の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
て
、
令
和
６
年
度
の
施
政
方
針
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
6
年
3
月
4
日
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昨
年
5
月
8
日
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
5
類
感
染

症
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
学
校
教
育
を

は
じ
め
社
会
教
育
分
野
で
も
人
と
人
と
が
交
わ
り
、

共
に
学
び
、
集
え
る
姿
が
以
前
の
よ
う
に
戻
っ
て
き

た
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
の
間
子
ど
も
た
ち
は
遊
ぶ
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
な

ど
学
校
生
活
の
す
べ
て
の
時
間
に
お
い
て
、
感
染
症

を
意
識
し
、
互
い
の
接
触
が
制
限
さ
れ
る
日
々
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
に
3
年
以
上
か
か
り
、

よ
う
や
く
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
栄
村
で
も
「
す
べ
て
の
学
び
を

止
め
な
い
」
こ
と
を
基
本
に
教
育
行
政
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
各
家
庭
や
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
る
ま
で
持

ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
教
育

委
員
会
の
施
政
方
針
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

本
年
度
も「
自
学
共
育
」

を
教
育
委
員
会
全
体
の
柱

に
し
、
業
務
を
推
進
し
て

「
み
ん
な
で
学
校
を
創
ろ
う
！
」
も
、
15
回
を
終
え

ま
し
た
。
こ
の
間
、「
自
学
共
育
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
ほ
か
、
望
む
14
の
授
業
像
と
し
て
村
民
が
求

め
る
新
た
な
学
び
の
方
向
性
を
皆
さ
ん
に
導
き
出
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

統
合
校
の
基
本
計
画

立
案
の
業
者
選
定
に
お

い
て
も
、
村
民
に
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

業
者
か
ら
の
提
案
に
つ

い
て
も
、
様
々
な
視
点

か
ら
要
望
を
出
し
合
う

な
ど
、
他
の
自
治
体
で

は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
の
村
ら
し
さ
も
存
分
に
発

揮
し
な
が
ら
、
熱
心
に
ご
討
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
月
末
に
基
本
計
画
を
決
定
し
、
本
年
度
の
前
半
に

は
基
本
設
計
、
そ
し
て
後
半
に
は
実
施
設
計
と
い
う

流
れ
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
ま
で
通
り
村
民
主

体
の
話
し
合
い
を
重
ね
、
ど
の
自
治
体
で
も
や
り
た

く
て
も
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
の
村
の
小
回
り
が
利

く
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

校
舎
の
改
修
工
事
に
伴
う
推
進
計
画
で
す
が
、
小

学
校
の
校
舎
改
修
工
事
に
伴
い
、
7
年
度
4
月
よ
り

約
一
年
半
小
学
校
の
児
童
が
栄
中
学
校
に
移
動
し
、

中
学
校
の
生
徒
と
同
じ
校
舎
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
簡
易
的
な
工
事
も
本
年
度
途
中
よ

り
開
始
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
8
年
度
に
新
た
な

構
想
に
基
づ
く
施
設
一
体
型
義
務
教
育
学
校
は
ス
タ

参
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
全
て
の

村
民
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持

ち
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
育
っ
て
い
く
姿
を
デ

ザ
イ
ン
し
、支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
あ
り
村
の
未
来
で
あ
る

⑴
　
保
育
園
・
学
校
運
営

　

令
和
6
年
4
月
に
お
け
る
栄
村
の
保
育
園
、
小
・

中
学
校
の
園
児
お
よ
び
児
童
・
生
徒
数
は
、
保
育
園

が
25
名
、
小
学
校
が
44
名
、
中
学
校
は
18
名
で
す
。

前
年
に
比
べ
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に

同
数
で
合
計
87
名
と
な
り
ま
す
。

　

特
徴
的
な
こ
と
は
、
4
月
か
ら
隣
の
津
南
町
に
居

住
す
る
子
ど
も
が
栄
中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
、
現

在
国
外
に
居
住
し
、
年
度
途
中
よ
り
転
入
予
定
の
児

童
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
村
内
に
居
住
し
て
い
る

も
の
の
、
村
外
の
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
た
園
児

が
、
栄
小
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
な
ど
、
今
ま
で
に

な
い
動
き
が
出
て
き
て
い
る
点
も
本
年
度
の
特
徴
で

す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
新
た
な
教
育
の
構
え
を

創
り
、
発
信
力
を
磨
き
、
子
ど
も
を
こ
の
村
で
学
ば

せ
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
度
、
昨
年
度
と
小
中
学
校
の
今
後

の
あ
り
方
を
村
民
主
体
で
考
え
て
ま
い
り
ま
し
た

令
和
６
年
度　

栄
村
教
育
施
政
方
針

�

栄
村
教
育
委
員
会
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ー
ト
し
ま
す
が
、
補
助
金
等
の
申
請
時
期
と
工
事
の

関
係
上
、
そ
の
年
度
の
夏
休
み
以
降
に
新
た
な
校
舎

に
移
動
し
、
学
び
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
お
り

ま
す
。

　

保
育
園
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
か
な
り
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
し
た
「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」
の
実
践

が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
方
の
保
育
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
に

も
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
せ
て
く
れ
た
も
の
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
や
ま
ほ
い
く
の

活
動
を
精
力
的
に
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

保
小
中
共
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

や
、
や
ま
ほ
い
く
な
ど

ふ
る
さ
と
学
習
や
ふ
る

さ
と
に
関
わ
る
活
動
を

通
す
中
で
、栄
村
の「
ひ

と
・
も
の
・
こ
と
」
に

よ
り
深
く
触
れ
な
が
ら
郷
土
愛
を
育
み
、
ふ
る
さ
と

で
あ
る
栄
村
を
更
に
愛
す
る
思
い
を
育
て
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

⑵
　
給
食
費
に
つ
い
て

　

保
小
中
の
給
食
費
に
関
し
て
は
、
給
食
費
の
無
償

化
と
い
う
流
れ
も
国
や
各
自
治
体
で
論
じ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
当
村
で
は
保
護
者
の
皆
様
に
も
子
ど
も
た

ち
の
食
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
願
い
か
ら
、
本
年
度
に
お
い
て
は
給
食
の
無
償

化
は
実
施
し
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

各
関
係
機
関
、
団
体
等
と
連
携
し
て
、
一
人
ひ
と
り

が
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
と
心
豊

か
に
個
々
の
能
力
、
創
造
力
を
培
う
た
め
の
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
　
各
種
講
演
・
講
座
に
つ
い
て

　

令
和
4
年
に
村
誌
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
に
関
わ
る
講
演
会
を
毎
年
リ
レ
ー
講
座
と
し
て
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
村
誌
の

内
容
に
関
わ
る
講
演
会
を
企
画
し
、
村
民
が
地
域
を

愛
し
地
域
を
誇
れ
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
連
動
し
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
聴

講
で
き
な
い
講
座
も
あ
る
こ
と
か
らY

ouT
ube

に

て
引
き
続
き
講
座
の
配
信
も
行
う
予
定
で
す
。
特
に

こ
ち
ら
は
遠
方
に
お
住
い
の
東
京
栄
村
会
の
皆
様
に

も
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

⑵
　
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
関
し
て

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
令
和
4
年
12
月
に
再

認
定
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
約
3
年
間
ジ
オ
パ

ー
ク
と
し
て
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
千
曲
川
の
遊
歩
道
の
利
用
や
、
防
災
教
育
の
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な
ど
を
柱
に
し
、
今
ま
で
と

変
わ
ら
ず
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
「
学
び
」
と
い

う
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
津
南
町
教
育
委
員
会

お
よ
び
推
進
室
や
観
光
部
局
と
も
連
携
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
3
月
1
日
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
説
明
会

を
か
た
く
り
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
ジ
オ
パ

ー
ク
へ
の
加
盟
目
的
や
活
動
内
容
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
　
文
化
財
に
つ
い
て

ら
、
子
育
て
へ
の
支
援
や
、
昨
今
の
物
価
上
昇
に
伴

い
家
計
に
も
配
慮
し
、
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境

へ
の
支
援
と
い
う
観
点
か
ら
給
食
費
の
補
助
を
今
ま

で
以
上
に
厚
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
の
予
算
と
し
て
3
月
の
村
議
会
に
給
食
費
補
助
の

予
算
を
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
は

給
食
費
自
体
の
値
上
げ
も
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
保

育
園
で
は
3
歳
以
上
で
徴
収
し
て
い
る
給
食
費
を
現

在
ひ
と
月
3
，
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
1
，
5
0
0
円

に
引
き
下
げ
、
年
間
3
6
，
0
0
0
円
の
負
担
を
、

１
8
，
0
0
0
円
に
す
る
と
共
に
、
小
学
校
高
学
年

で
は
現
在
年
間
3
5
，
0
0
0
円
の
保
護
者
負
担
に

対
し
、
本
年
度
は
2
2
，
0
0
0
円
の
負
担
と
な
る

よ
う
、
ま
た
、
中
学
校
で
も
4
0
，
7
4
0
円
だ
っ

た
負
担
を
2
7
，
0
9
0
円
に
す
る
な
ど
、
保
護
者

負
担
を
か
な
り
軽
減
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
、

お
諮
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
　
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
本
年
度
38
名
の
登
録
児

童
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
同
様
、
子
ど
も
た

ち
が
放
課
後
や
休
日
に
安
心
で
き
る
居
場
所
と
し
て

過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
に
な
る
よ
う
、
ま
た
、
保
護
者

の
皆
様
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
、
仕
事
に
集
中
し
て
働
け
る
よ
う
に
支
援
す
る
た

め
、
指
導
員
を
昨
年
度
同
様
3
名
体
制
に
し
、
利
用

時
間
も
同
様
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

２　

村
民
が
自
分
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、

　
　

地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
、
公
民
館
や
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こ
ら
っ
せ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
広
瀬
家
文
書
の
目

録
作
成
や
現
在
空
き
家
に
な
っ
て
お
り
ま
す
阿
部
家

住
宅
の
燻
蒸
作
業
、
秋
山
保
存
民
家
の
維
持
管
理
等

を
引
き
続
き
行
う
と
共
に
、
各
地
区
に
残
る
文
化
財

保
全
へ
の
地
域
支
援
も
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
こ
こ
数
年
山
城
に
関
し
て
地
域
主
体
で
保

全
活
動
や
道
の
整
備
、
学
習
会
を
計
画
す
る
動
き
が

出
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
主
体
的
な
動
き
や

地
域
活
性
化
の
た
め
の
動
き
に
は
教
育
委
員
会
と
し

て
も
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

し
、
講
師
の
紹
介
や
案

内
板
の
設
置
な
ど
に
も

支
援
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
、

聞
き
書
き
（
オ
ー
ラ
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
）
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
、
協
力

隊
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

等
で
国
の
財
源
を
活
用
し
、
村
か
ら
の
支
出
を
抑
え

な
が
ら
、
村
の
歴
史
を
後
世
に
残
せ
る
よ
う
活
動
を

推
進
い
た
し
ま
す
。

⑷
　
自
然
保
護
活
動
へ
の
取
り
組
み

　

自
然
保
護
活
動
に
つ
い
て
は
、
希
少
動
植
物
調
査

が
本
年
度
で
当
初
計
画
さ
れ
た
5
年
間
の
最
終
年
度

に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
間
調
査
員
の
2
名
に
は
詳
細

な
る
調
査
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
希
少
動

植
物
を
村
内
で
発
見
で
き
る
機
会
に
な
る
と
共
に
、

そ
の
一
端
を
村
の
広
報
紙
で
も
村
民
に
お
知
ら
せ
し

け
る
よ
う
本
年
度
は
研
究
と
準
備
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
育
成
協
議
会
は
、
今
ま
で
の
理
念

と
目
標
を
大
切
に
し
つ
つ
も
時
代
の
流
れ
や
人
口
減

少
に
伴
い
、
活
動
自
体
が
沈
静
化
し
て
い
る
た
め
、

令
和
5
年
度
末
を
も
っ
て
発
展
的
解
散
を
し
ま
す
。

今
後
は
、
学
校
統
合
と
も
絡
ま
せ
、
栄
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
そ
の
機
能
や
活
動
を
委
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
へ
の
壁
を
低
く

す
る
と
共
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
融
合
を
目

標
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
が
日
常
の
学
校
生
活

に
も
っ
と
入
り
や
す
く
な
る
よ
う
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
活
動
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
教
育
委
員
会
は
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
個

性
と
多
様
性
を
尊
重
し
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
に
お
い
て
は
全
て
の
村
民
が
よ
り
豊
か
に

人
生
が
彩
ら
れ
る
よ
う
に
全
村
民
に
対
し
、
引
き
続

き
講
演
会
や
講
座
等
、
学
び
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
持
ち
、
栄
村
に
暮
ら
す

こ
と
に
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
、
地
域
の
方
と
関
わ
り

合
い
な
が
ら
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
教
育

委
員
会
と
し
て
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

令
和
6
年
3
月
4
日

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
調
査
の
デ
ー
タ
は
か
な
り
膨
大
な
も
の

で
あ
り
、
そ
の
ま
と
め
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
村
民

の
皆
さ
ん
に
ど
う
還
し
て
い
く
か
を
考
え
、
整
え
る

作
業
が
令
和
7
年
度
の
活
動
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、

ど
う
お
知
ら
せ
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
関
し
て

は
、
本
年
度
の
検
討
課
題
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

３　

村
民
自
ら
が
主
体
と
な
り
動
く

⑴
　
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

　

公
民
館
活
動
で
す
が
、
集
落
支
援
員
と
共
に
昨
年

度
も
い
く
つ
か
の
集
落
で
地
域
活
性
化
の
た
め
の
話

し
合
い
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
継
続
し
て
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
地
域
活
性
化
の
足
掛
か

り
と
な
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
だ
実
施

し
て
い
な
い
地
域
で
希
望
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て

は
、
遠
慮
な
く
教
育
委
員
会
に
お
声
が
け
い
た
だ
け

れ
ば
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

⑵
　
生
涯
学
習
全
般
に
関
し
て（
社
会
教
育
・
文
化

財
・
自
然
保
護
・
ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
教
育
団
体

の
育
成
に
つ
い
て
）

　

社
会
教
育
団
体
に
つ
い
て
は
各
団
体
の
自
立
を
促

せ
る
よ
う
支
援
し
、
教
育
委
員
会
が
全
て
お
膳
立
て

を
行
い
、
実
施
し
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
か
ら
脱

却
で
き
る
よ
う
に
4
年
度
か
ら
話
し
合
い
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
7
年
度
か
ら
「
さ
か
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
は
全
体
を
統
括
す
る
事
務
局
を
ク
ラ
ブ
内
に
置
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会計別当初予算額 （単位：千円）

一般会計当初予算内訳 （単位：千円）

会　　計　　名 令和6年度当初予算 対前年度当初予算比増減 一般会計からの繰入金 対前年度当初予算比増減
一　　般　　会　　計 3,410,000 295,000 － －

特　

別　

会　

計

国民健康保険（事業勘定） 237,526 2,946 18,095 2,656
国民健康保険（施設勘定） 112,685 △ 1,254 43,332 1,970
秋 山 診 療 所 3,842 0 976 976
後 期 高 齢 者 医 療 33,242 2,916 13,934 1,053
介 護 保 険 449,683 17,259 79,146 3,429
介 護 サ ー ビ ス 10,499 1,316 6,929 2,788
ス キ ー 場 0 △ 119,995 0 △ 93,165
ケ ー ブ ル テ レ ビ 53,183 24,462 12,274 3,412

小　　計 900,660 △ 72,350 174,686 △ 76,881
合計（一般会計＋特別会計） 4,310,660 222,650 174,686 △ 76,881

事　　業　　名 令和6年度当初予算 対前年度当初予算比増減
簡 易 水 道 事 業 157,219 △ 28,171
下 水 道 事 業 126,975 13,565

合　　　計 284,194 △ 14,606

議会費
58,995　1.7%

総務費
524,591
15.4%

民生費
456,159
13.4%

衛生費
219,118　6.4%

労働費
1,933　0.1%

農林水産業費
300,034　8.8%

商工費
410,854
12.0%

土木費
670,086
19.6%

消防費
134,323
3.9%

教育費
262,107　7.7%

災害復旧費
2,040　0.1%

公債費
359,760　10.6% 予備費

10,000
0.3%

分担金負担金・使用料等
63,233　1.9%

繰越金
50,000　1.5%

繰入金
265,899　7.8%

諸収入等
179,953　5.3%

地方譲与税等
125,890
3.5％

地方交付税
1,690,000
49.6%

国県支出金
399,134
11.7%

村債
472,500
13.9%

村債
472,500
13.9%

村税
163,391
4.8%

合計
3,410,000

合計
3,410,000

歳　　出 歳　　入

　３月定例議会において令和６年度当初予算案が可決されました。一般会計の予算規模は34億1,000万円
で、前年度比9.5%（２億9,500万円）の増となっています。
　特別会計は、スキー場特別会計を一般会計に移行したことにより昨年度から１会計減の７会計となり、
その予算規模は合計で９億66万円で、前年度比△7.4%（△7,235万円）の減となっています。
　公営企業会計は、簡易水道事業、下水道事業の２会計があり、その支出に係る予算規模は合計で２億
8,419万4千円で、前年度比△4.9％（△1,460万６千円）の減となっています。

〈公営企業会計〉

※公営企業会計の予算額は支出ベースの額です。

〈公営企業会計〉
　地方公営企業法という法律に基づき、
村が直接経営する企業（公営企業）の会
計です。
　村には簡易水道事業と下水道事業の二
つがあります。

令和６年度　当初予算の概要
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持続可能な村づくり －若者人口を増やすと共に、村の土台である集落や豊かな自然環境を維持します

□村が空家を借上げて必要最低限の改修を行い、移住者へ貸し付けを行う空
家活用移住定住事業に新たに取り組みます。

□村づくりに関して、課を超えて協働で業務を実施する「３ ５ 10（みごと）
会議」の活動をさらに強化し、集落活動や地域振興に取り組みます。

□地域おこし協力隊サポーターを設置し、移住定住の促進に取り組みます。

災害につよい村づくり －地震や台風、豪雪などの災害に備える体制を整え、安心安全な暮らしを守ります

□道路橋梁の改修・点検について
　村道９路線の災害防止工事や舗装工事を実施します。
　老朽化した横倉沢橋の修繕工事を実施します。
□除雪体制強化のため、８ｔ級タイヤドーザ２台を更新します。
□消防力強化のため、消防積載車１台を更新します。

活力ある村づくり －地域資源を有効に活用し、村の産業を力強く発展させていきます。　

□地域振興や雇用確保、外部との交流のための重要な施設であるスキー場の環境整備
と更なるサービス向上を図ります。

□米生産支援・優良米生産支援
　作付け面積や特Ａ米の出荷量に応じて支援金を交付します。
□林業生産向上のため、栄村森林組合が実施する高性能林業機械フォワーダ導入に係

る経費の一部を補助します。

健やかに暮らせる村づくり －全ての村民が元気に暮らし続けられるよう、福祉や医療体制の充実に努めます

□令和５年度に新設した子ども子育てセンターの更なる活動推進を図り、子育て世代とその家庭に関わる職員、
機関が一体となって、子育て世代を支援する体制をつくります。

□健康づくり講座等を開催し、村民の健康づくりを推進します。
□村民の集いの場「にじいろ」を運営し、多様な村民同士の交流を促進します。

豊かな心を育む村づくり －教育の充実を図ると共に、全ての村民に学ぶ機会を提供し、絶えず成長する村を目指します

□「みんなで学校をつくろう」で検討してきた理想の学校づくりのため、小中学校
統合のために必要な設計や改修を行います。

□文化会館の照明・音声器具等の改修を行い、文化活動の拠点としての機能強化を
図ります

□外国語教育推進のため、外国語指導助手（ALT）を小中学校に派遣します。
□公民館講座の開講等により、村民に学びの機会を提供します。
□苗場山麓ジオパークが10周年を迎えるにあたり、津南町と連携して更なるジオパ

ーク振興を図ります。

令和6年度　栄村の主要事業 総合振興計画・後期基本計画に基づく令和6年度
の主な事業をご紹介します。新 はR6新規事業

令和5年10月に行われた移住体験ツアーの様子

令和5年度に整備したロータリー除雪車

「みんなで学校をつくろう」の様子。
毎回活発な議論が交わされます。

村民や観光客に楽しんでいただける
よう、スキー場ではふるまいなど様々
なイベントを多数行っています。

新

新

新

新

新

新
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《課長級》
◆農政課長　　：島田　益夫
◆秋山支所長　：山岸　正宏
◆民生課長　　：福原加代子
◆商工観光課長：齋藤　　寿

《係長級》
◆総務課　行政係長　　　　　　　：齋藤　　稔
◆総務課　企画財政係長　　　　　：齋藤　裕紀
◆農政課　農林係長　　　　　　　：山田　健太
◆民生課　診療所事務長　　　　　：津久井　均
◆民生課　健康支援係長　　　　　：樋口　祐介
◆教育委員会事務局　北信保育園長：藤木　明子
◆教育委員会事務局　生涯学習係長：阿部　佑哉
◆教育委員会事務局　子ども教育係長：久保田成哉

《主幹以下》
◆総務課　企画財政係　　　　：月岡　瑞輝
◆農政課　農林係　　　　　　：上倉　眞一
◆商工観光課　企業係　　　　：山田　雅也
◆総務課　税務係　　　　　　：齋藤　広美
◆長野県後期高齢者医療広域連合派遣：北澤　一真

《新規採用》
◆民生課　住民福祉係　　　　　：上倉　昇悟
◆民生課　住民福祉係　　　　　：多中　和美
◆民生課　健康支援係　　　　　：藤木身和子
◆商工観光課　観光係　　　　　：丸山　　豪
◆教育委員会事務局　北信保育園：桑原　晴香

◆民生課　健康支援係　　　　　：南雲　浩志

《退職職員》カッコ内は旧所属
◆小林　史好（民生課長）
◆大庭　紀子（教育委員会事務局  北信保育園長）
◆齋藤　久智（農政課長）
◆桑原亜貴子（民生課　健康支援係　副参事）
◆越智　勇気（教育委員会事務局  生涯学習係長）
◆髙橋　　純（総務課　税務係）

４月１日付

３月３１日付

５月１日付

令和６年度　人 事 異 動

令和7年4月1日採用　第1回目の職員募集についてお知らせします

♦試験区分、採用予定人員、受験資格

♦試験日程等　　第１次試験（職務基礎力・各検査）　令和６年７月14日㈰
　　　　　　　　第２次試験（資格審査・面接）　　　令和６年８月下旬（予定）

♦一般事務については、同様の募集を次年度以降も継続的に行います。

♦受 付 期 間　　令和６年５月１日㈬〜６月６日㈭

♦募集要項・申込書　　役場窓口・秋山支所窓口に配置します。村ホームページからもダウンロー
ドできます。

♦会　　　場　　栄村役場

♦問 合 せ 先　　総務課　行政係　☎️0269-87-3112

区　分 採用予定人員 受　験　資　格

一 般 事 務 若干名 昭和59年４月２日以降に生まれた者であって、高等学校卒業程度の学力
を有する者
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　令和６年３月２日㈯から３日㈰の日程で、むら暮らしサポート団体よそも（代表者：佐藤慎平氏）
の主催により「栄村移住体験ツアー（冬）」が催行されました。
　今回ご参加いただいた方は、神奈川県川崎市在住の43歳のご夫婦、東京都大田区在住の24歳女性、
アメリカロサンゼルス出身の28歳男性の３組４名でした。
　昼食では、栄村のお米とイノシシ鍋に舌鼓を打ち、皆さんそろって「おいしい」と言っていただ
きました。
　午後は、村内の各施設と空き家バンク登録物件を見学し、夕方、宿泊先の吉楽旅館にて、先輩移
住者の越智朋子さん（長瀬）の体験談を聞きました。参加者からは日々の生活や買い物などについ
ての質問が活発に出され、漠然とした田舎暮らしのイメージが徐々に具体化している様子でした。
　また、この日開催された、さかえ倶楽部スキー場での「SAKAE CANDLE NIGHT 2024」にも
参加し、幻想的な演出に皆さんとてもご満足いただけたようでした。

▲空き家紹介
▲夕食会

◀︎▲雪かき体験

「第2回栄村移住体験ツアー（冬）」が
実施されました

問　建設課　定住住宅係　☎0269-87-3113
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➡ ➡

住んでいない・使っていない

空き家はありませんか？
〜栄村空き家バンクへの登録について〜

■ 空き家バンクとは

　村内に売却や賃貸したい空き家をお持ちの方に空き家バンクに登録していただき、空き家の購入や賃
借を考えている方に情報を提供しています。
　近年は、下記表のとおり、地方移住や空き家への関心が高まっており、状態の良い空き家であれば、
買いたい・借りたい方が現れる可能性があります。是非、栄村空き家バンクの活用をご検討ください。

１　移住相談件数及び空き家バンク問い合わせ件数

２　空き家バンク成約数（賃貸・売買）　　　　　　３　行政サポートによる移住者数

問　建設課　定住住宅係　☎0269-87-3113

〈栄村空き家バンクのイメージ〉

年　度 移住相談数 空き家問い合わせ 計
2021 31 39 70
2022 45 31 76

2023（3/7時点） 116 71 187

年　度 売　買 賃　貸
2021 2 0
2022 1 1

2023（2/10時点） 7 4

年　度 組　数 人　数
2021 3 5
2022 6 10
2023

（3/18時点）※ 23 37

栄　村

物件の交渉・契約

空き家を「買いたい
人」、「借りたい人」

空き家を「売りたい
人」、「貸したい人」

➡ ➡
空き家情報の閲覧

➡

➡
➡

➡

➡

利用登録

物件の見学

物件の交渉・申込み

物件の登録

➡

➡

➡

現地調査

空き家情報の公開

物件の交渉入居決定

※移住見込みの者も含む
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問　建設課　定住住宅係　☎0269-87-3113

令和６年度は１戸の借り上げを予定しております。空き家の賃貸をお考えの方は下記連絡先まで
ご相談ください。　　※物件の所有者以外の方（管理者等）も条件によっては申請が可能です。

空き家を有効活用してみませんか
～栄村 空き家活用移住定住促進事業～

　昨年度から栄村への移住者数は増加傾向にある一方で、移住者を受け入れるための住宅は慢性的に不
足しています。
　本事業は、村内の空き家を資源として有効活用して住宅を整備し、栄村への移住定住を促進すること
を目的としています。

●移住定住促進住宅とは
　村内にある空き家のうち、所有者等から借り
上げた住宅を改修し、村が管理運営を行い、入
居希望者に貸し付ける住宅。

●改修の内容及び限度額
　台所、浴室、トイレの水回りを基本として、
予算の範囲内で村が改修。

●借り上げ対象の空き家
①移住定住促進住宅の用に一定期間供すること

が認められる住宅
②家財等が残存していない住宅
③抵当権が設定されていない住宅
④改修経費が限度額以下の住宅

●空き家所有者等の申請要件
①村が改修し、転貸することに承諾した者
②借り上げ期間が終了したのち、入居者が継続

して入居を希望する場合、引き続き当該住宅
に入居できるよう必要な措置を講じることが
できる者

●借り上げる期間
　所有者等と村との契約期間は約９年。
　契約期間満了後、住宅は空き家の所有者等に
返還します。

●借り上げ料
　村から、借り上げる土地、建物の年間固定資
産税相当額を、空き家の所有者等へお支払いし
ます。

※改修の
　イメージ ➡

空き家所有者の
メリット

●所有者等の負担なしでリフォームが可能
●空き家の維持管理が不要
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４月～６月は国民健康保険税の仮算定分の納期です
　「令和６年度国民健康保険税納税通知書（仮算定）」を４月中旬に送付します。
　４月から６月（１～３期）までは、前年の所得が確定していないため仮算定として、令和５年度
年税額の10分の１相当額を各１期分の税額として納付していただきます。
・前年中の所得金額や改定後の税率を基とした確定年税額は、７月の納税通知書（本算定）によりお知らせします。
・４月以降に国民健康保険に新規加入された世帯は、仮算定の対象になりません。７月に納税通知書をお送りします。

◆納期等

令和6年度から

国民健康保険税の税率等が改定されます
問　総務課　税務係  ☎️0269-87-3111

税率等の改正
　平成３０年４月より、国民皆保険を将来にわたり守り続けるため、市町村に加え都道府県も国民健康保
険（以下、「国保」という。）の保険者となり、都道府県が国保財政運営の責任主体となりました。長野
県では令和３年３月に定めた長野県国保運営方針において、県内統一の保険料水準を目指すこととして
おり、まずは令和９年度までに北信管内（北信２市１町３村）での保険料率の格差是正を図ることとし
ております。村では令和４年度から計画的に税率等の見直しを行い、県の統一方針に従い準備を進めて
おります。
　現在国保制度は、増大する医療費、少子高齢化の進展による現役世代の負担増などの課題を抱えてお
り、今後も国保制度が維持できるよう、皆さんのご理解ご協力をお願いします。

【改定前】

【改定後】

区　　分 所　得　割 均　等　割 平　等　割 賦課限度額
医 療 給 付 費 分 6.1％ 15,000円 17,000円 65万円
後期高齢者支援金分 2.6％ 6,500円 7,000円 22万円
介 護 納 付 金 分 1.9％ 6,500円 5,300円 17万円

区　　分 所　得　割 均　等　割 平　等　割 賦課限度額
医 療 給 付 費 分 6.1％ 17,500円 19,000円 65万円
後期高齢者支援金分 2.6％ 8,000円 8,000円 24万円
介 護 納 付 金 分 2.1％ 8,000円 6,700円 17万円

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１期 ２期 ３期 ４期 － ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 －
仮 算 定 本 算 定

令和５年度年税額の1/10
相当額を各期に納める

令和５年分所得及び改正後の税率等により算定した確定年税額から仮算定の税額
を差し引いた残額を７回（４～ １０期）に分けて納める

当該年度の年税額
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後期高齢者医療の令和６年度、７年度の保険料率が
改定されます

保険料の軽減

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療給付費等を推計して２年ごとに見直されます。
　長野県における令和６・７年度保険料率は、後期高齢者の増加や医療費の伸びに加え、現役世代の負
担を抑えるための国の制度改正により、次のとおり増額改定することになりました。

○後期高齢者医療の背景と見直し
　高齢化が進み、75歳以上の後期高齢者は毎年増えており、後期高齢者の医療費は、窓口負担を除いて
約４割は現役世代が負担する支援金でまかなわれていることから、高齢者医療費の増加に伴って、今後
も現役世代の負担は拡大していく見通しです。
　このような実情から後期高齢者の医療給付費を後期高齢者と現役世代で公平に支え合うため、「後期
高齢者一人当たりの保険料」と「現役世代一人当たりの後期高齢者支援金」の伸び率が同じになるよう
に後期高齢者負担率が設定されます。

○出産育児支援金について
　出産育児一時金の支給費用の一部を、現役世代だけでなく後期高齢者医療制度も支援（拠出）する仕
組みが導入されます。

　所得の低い方については、均等割額の軽減措置があります。

令和４・５年度 令和６・７年度 備　　考
均 等 割 額 40,907円 44,365円

所 得 割 率 8,43％ 9.45％ 令和６年度は、基礎控除後の総所得金額等が58万
円以下の場合は8.56％

賦課限度額 66万円 80万円 令和６年度は、昭和24年３月31日以前に生まれ
た方、障害認定の方は73万円

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等を合計した額
軽減割合（軽減後の均等割額）

令和６・７年度

43万円＋10万円×（給与所得者等の数−１）以下の場合 ７割軽減（13,309円／年）

43万円＋（29.5万円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数−１）以下の場合

５割軽減（22,182円／年）

43万円＋（54.5万円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数−１）以下の場合

２割軽減（35,492円／年）

均等割額

44,365円
年間保険料額

限度額は80万円または73万円

所得割額

＋ ＝（所得−43万円）×
9.45％
または

8.56％

問　長野県後期高齢者医療広域連合　☎️０２６-２２９-５３２０
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限度額適用認定証とは？
　窓口での支払が高額になる場合に、自己負担額を所得に応じた限度額にするために医療機関に提出す
る書類です。

何が変わるの？どんなメリットがあるの？

医療機関・薬局に提供される情報は？
　患者本人が医療機関での情報提供に同意すると、以下の情報が共有されます。
◦保険者番号　◦交付年月日　◦被保険者証記号・番号　◦回収年月日　◦枝番
◦長期入院該当年月日 ※２　　◦適用区分 ※１

※１　自己負担限度額を算出する際に適用する区分であり、被保険者等の標準報酬や前年度所得の水準に応じて設定されるもの
です。特定疾病療養受領証の特定疾病区分についても、本人の同意があれば医療機関・薬局で閲覧可能です。

※２　限度額適用・標準負担額減額認定証の交付対象者であれば医療機関に共有されます。

マイナンバーカードの健康保険証利用
限度額適用認定証の準備が不要になりました！

これまでは 医療機関・薬局の窓口での支払いを自己負担限度額までにとどめるためには、
事前に申請し「限度額適用認定証」の準備が必要でした。

これからは 「限度額適用認定証」がなくても、限度額を超える支払いが免除されます。
※ご加入されている医療保険がデータを登録していない場合には、これまでと同じ扱いになります。

STEP1 STEP2

マイナンバーカードを申請
■申請方法は選択可能です
　①オンライン申請
　　（パソコン・スマートフォン）
　②郵便による申請
　③まちなかの証明写真機からの申請
　④役場窓口

マイナンバーカードを
健康保険証として登録

■利用登録の方法
　①医療機関・薬局の受付（カードリーダ
ー）で行う

　②「マイナポータル」から行う
　③セブン銀行ATMから行う

●マイナンバーカードは安全なの？
　マイナンバーカードのICチップには保険証情報や医療情報自体は入っていません。紛失・盗難の場合は
いつでも一時利用停止ができますし、暗証番号は一定回数間違うと機能がロックされます。不正に情報を
読みだそうとするとチップが壊れる仕組みもあります。

●マイナンバーカードを健康保険証として利用するためにはどうしたらいいの？
　マイナンバーカードを健康保険証として利用するためには、ご利用登録が必要です。初めて医療機関を
受診していただいても顔認証付きカードリーダーの画面で、そのまま初回の利用登録ができます。

●どうやって受付するの？
　マイナ受付は顔認証付きカードリーダーで行います。マイナンバーカードを読み取り口に置くと受付が
始まりますので、画面の指示に沿って受付をしてください。

マイナンバーカード　保険証利用 検索問　民生課　住民福祉係　☎0269-87-3114
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親子セルフケア講座
　一大ブームを起こした人気マンガの中で「○○の呼吸」といって、誰もが必ずしている「呼吸」によ
って体が強くなっていく様子が書かれています。
　令和５年12月に行った講座では、飯山市にあるN-Fit整骨院の西澤さんを講師に、スポーツ選手がト
レーニングと合わせて大切にしているのが、体をケアすることで、適度な運動習慣やセルフケアがより
良い睡眠につながると学びました。

　４月は新たな環境、人との関わりなどで何かと緊張しがちですよね。普段の生活の中で３つのポイン
トを意識して、より良く眠って、すっきり目覚めましょう

　広報さかえ３月号保健だよりでは「健康づくりのための睡眠ガイド
2023」を基に、あなたの睡眠の時間と質が望ましくないと、生活習
慣病や認知症などにかかりやすくなることをお伝えしました。睡眠ガ
イドでは、適度な運動習慣を身につけることは、良質な睡眠の確保に
役⽴つとされています。同じ時間眠るのであれば、誰もがよりよい睡
眠をしたいと思うもの…。昨年、睡眠と運動習慣について行った健康
づくり講座の内容を特別にご紹介しますね。

　村内では栄村ACEプロジェクトをはじめ、様々な健康増進のた
めの活動が行われています。今回は保健推進員さんの２月の活動に
ついてご紹介します。「自分たちの健康は自分たちでつくり守りま
しょう」が保健推進委員さんのスローガンとなっています。去る２
月２８日には、減塩をテーマに体験型の講座を開催しました。参加
いただいた方からは、「参加することを迷ったが、良い話を聞けて
よかった」「皆と楽しく学べました」と感想をいただいています 。

ポイント
・お腹を膨らませる呼吸（腹式呼吸）をするとリラックスす

ることが出来る
・背筋が伸びた正しい姿勢は、体がリラックス出来る
・誰もが必ず呼吸をしている！意識すれば体幹トレーニング

にもなる

健幸活動報
告

健幸
だより
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３
月
12
日
は
村
が
定
め
る
「
栄
村
防
災
の

日
」
で
す
。

　

今
年
度
、
村
で
は
、
長
野
地
方
気
象
台
の

ご
協
力
を
得
て
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
70
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
を

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に

は
能
登
半
島
を
題
材
に
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
上
映
会
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
の
募
金

額
は
３
３
，
３
６
０
円
と
な

り
、
村
か
ら
被
災
地
支
援
の

た
め
に
寄
付
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
な
が
の
女
性
部
栄

支
部
で
は
、
白
鳥
地
区

の
国
道
沿
い
の
雪
上
に

１
０
０
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル

を
灯
す
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
長
野
県
北
部
地

震
の
際
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
能
登
半
島
地
震

の
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
復
興
を
願
い
ま
し
た
。

　

3
月
2
日
㈯
、
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

を
会
場
に
、
村
民
有
志
グ
ル
ー
プ
主
催
の
サ

カ
エ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
２
０
２
４
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
は
、
１
月
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、
被
災
地

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
書
か
れ
た
千

個
の
紙
コ
ッ
プ
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
と
も
に
ス
キ
ー
場
を
彩
る

1
万
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
幻
想
的
な
灯
り

に
、
来
場
者
か
ら
は
「
キ
レ
イ
！
」
の
声
が

絶
え
ず
、
冬
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
飾
る
大
輪
の
打
ち
上
げ
花
火
に
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

～村内の行事等を写真で
お伝えします！～フォトニュースフォトニュース

栄
村
防
災
の
日

震
災
を
忘
れ
な
い
～
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
～

「
S
A
K
A
E 

C
A
N
D
L
E 

N
I
G
H
T
（
サ
カ
エ
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
）
2
0
2
4
」
開
催

卒
業
・
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

3
月
18
日
㈪
に
小
・
中
学
校
の
卒
業
式
、

25
日
㈪
に
保
育
園
の
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
心
温
ま
る
卒
業
・
卒
園
式
で
し
た
。

　

中
学
生
7
名
・
小
学
生
6
名
・
保
育
園
児

5
名
、
思
い
出
を
胸
に
、
新
し
い
場
所
で
も

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

卒
園
・
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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通
隊
力

信

協

Vol.84

地域
おこし

（
中
央
地
区
担
当　

山
田　

慎
）

　

昨
年
7
月
、
栄
村
へ
協
力
隊
員
と
し
て

赴
任
し
て
か
ら
8
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

今
年
は
雪
が
少
な
く
過
ご
し
や
す
い
冬
で

し
た
が
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
冬
の
間
は
農
作
業
や
販
売

な
ど
の
メ
イ
ン
活

動
が
で
き
な
い
た

め
、
さ
か
え
倶
楽

部
ス
キ
ー
場
で
活

動
し
ま
し
た
。

　

冬
の
期
間
は
、

協
力
隊
退
任
後
の
活
動
に
つ
い
て
も
考
え

を
巡
ら
せ
、
研
修
や
他
市
町
村
の
視
察
、

村
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
今
後
の

栄
村
で
の
活
動
イ
メ
ー
ジ
が
徐
々
に
明
確

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
外
で
の
移
住
定
住
フ
ェ
ア
へ

の
参
加
、
移
住
希
望
者
と
の
交
流
、
村
内

の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
参
加
を
通
し
て
、
移

住
希
望
者
の
方
々
と
多
く
話
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
常
に
話
題
に
な
る
の
が「
雇
用
」

と
「
生
活
」
で
す
。
移
住
希
望
者
は
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
が
あ
る
の
か
、
生
活
費
は

ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、
買
い
物
は
ど
こ
に

行
く
の
か
な
ど
、
生
活
に
関
す
る
情
報
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
雇
用
」
問
題
は
難
し
く
、
移
住

検
討
者
に
と
っ
て
安
定
し
た
雇
用
は
重
要

な
条
件
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
栄
村
に
は
自
然
環
境
や
伝

統
、
村
民
の
方
々
の
お
人
柄
な
ど
の
魅
力

も
多
く
、
移
住
や
定
住
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

観
光
な
ど
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
自
給
自
足
や
自
ら
の
事

業
収
入
で
生
活
で
き
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
村
内
の
雇
用
先
や
近
隣
市
町
村
の

求
人
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
移
住
者
は
全

国
か
ら
選
ぶ
た
め
、
安
定
し
た
雇
用
は
移

住
先
を
選
ぶ
際
の
最
低
条
件
の
一
つ
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
8
ヶ
月
間
の
栄
村
で
の
生
活
を
通

し
て
、
人
手
不
足
や
後
継
者
不
足
が
加
速

し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
農
業
を
中
心
と
し
た
メ
イ
ン
の

活
動
に
加
え
、
よ
り
移
住
者
の
方
に
選
ば

れ
る
村
に
な
る
た
め
の
雇
用
活
性
化
に
向

け
た
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
志

半
ば
で
は
あ
り

ま
す
が
、
栄
村

の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま

す
。

免除等申請がお済みでない方へ

国民年金保険料、未納のままにしていませんか？
全国で約58万人の方が納付猶予制度を利用しています。

手続きはハガキを出すだけ！

免除等申請をおすすめします

免除された保険料は後から納めることで
年金額を増やせます。

　10年以内であれば、免除された保険料をさかの
ぼって納付（追納）し、老齢基礎年金の受給額を満
額に近づけることが可能です。

※免除期間から２年度を超えて追納する場合は、経過
期間に応じた加算額が上乗せされますので、ご注意
ください。

　保険料を未納のままにすると、老後の年金だけでなく、障害年金が遺族年金まで受け取ること
ができなくなってしまう場合があります。そのような状況を防ぐため、ご本人からの申請により、
保険料が「免除」または「納付猶予」される制度があります。
※免除等申請は所得等の審査があります。審査の結果、承認されない場合があります。

未納のままだと、障害を
負った際に、障害年金が
受け取れない場合があり
ます。

納付猶予を受けてい
れば障害を負ったと
きにも年金が支えて
くれます。

簡単!

●年金を受け取るために必要な期間に参入されます！

　免除や納付猶予が承認された期間は、老齢基礎年
金を受け取るために必要な期間（120か月）として
認められます。

●万が一の際にも保障があります！

　納付猶予を受けていれば、ケガや病気で障害や死
亡といった不測の事態が発生した場合、障害年金や
遺族年金を受け取ることができます。
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春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

温
か
い
ご
寄
附
を
頂
戴
し
ま
し
た

石
川
県
へ
の
被
災
地

支
援
に
つ
い
て

　

4
月
13
日
㈯
〜
19
日
㈮
ま
で
の
１
週

間
、春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、季
節
風
が
強
い
こ
と
か
ら
、火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。火
の

取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

令
和
6
年
３
月
8
日
に
左
記
の
と
お

り
村
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金

は
、
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
に
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
温
か
な

善
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

ご
住
所

埼
　
玉
　
県

お
名
前

匿
　
　
　
名

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

　

野
焼
き
は
一
部
の
例
外
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
法
な
野
焼
き
を
し
た
場
合
、
５
年

以
下
の
懲
役
、
１
千
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
石
川
県
へ
の
被
災
地
支
援

と
し
て
、
志
賀
町
と
羽
咋
市
に
、
３
月

21
日
〜
30
日
の
間
に
延
べ
５
名
の
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
被
災
家
屋
の
解
体
事

務
補
助
・
家
屋
調
査
等
に
従
事
し
ま
し

た
。
今
後
も
長
野
県
北
部
地
震
で
の
温

か
い
支
援
を
忘
れ
ず
、
被
災
地
支
援
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

被
災
地
支
援
に
合
わ
せ
て
、
横
倉
地
区

の
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
作

成
し
た
手
作
り
マ
ス
ク
等
を
被
災
地
に

寄
付
し
ま
し
た
。

問　

総
務
課　

情
報
防
災
係　

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

現
在
、
村
税
等
の
口
座
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
に
発
送
し
て
い
る
「
口

座
振
替
不
能
通
知
書
」
を
、
令
和
6
年

４
月
納
付
分
か
ら
送
付
を
取
り
止
め
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方

は
、
納
期
限
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
口

座
の
残
高
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
が
不
能
で
納
期
限
か
ら
一

定
期
間
を
経
過
し
ま
す
と
、
納
付
書
を

兼
ね
た
督
促
状
を
発
送
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
督
促
状
を
発
行
し
た
場
合
、

督
促
手
数
料
と
し
て
１
０
０
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。
督
促
状
の
発
送
前
ま
で
に

口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
気

付
か
れ
た
と
き
は
、
総
務
課
税
務
係
に

連
絡
の
う
え
、
納
付
書
に
よ
り
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

総
務
課　

税
務
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
１

「
口
座
振
替
不
能
通
知
書
」

の
送
付
取
り
止
め
に
つ
い
て

　

廃
棄
物
の
処
理
は
適
正
な
方
法
で
行

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◯
例
外
と
な
る
主
な
野
焼
き

・
農
業
、
林
業
等
に
よ
る
や
む
を
得
な

い
稲
わ
ら
や
畔
草
の
焼
却

・
災
害
の
際
の
復
旧
時
の
木
く
ず
な
ど

の
焼
却

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
地
域
行
事
に
お

け
る
焼
却

　

こ
れ
ら
の
例
外
的
な
焼
却
で
あ
っ
て

も
、
近
隣
の
方
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
焼
却
す
る
と
き
は
風
向
き
や
時

間
帯
を
考
慮
す
る
、
煙
や
臭
い
が
多
く

発
生
し
な
い
よ
う
に
焼
却
の
量
を
抑
え

草
木
の
場
合
は
よ
く
乾
か
す
、
畔
草
焼

却
の
場
合
は
少
し
ず
つ
焼
却
す
る
、
な

ど
の
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

村内の廃乾電池回収箱についてのお願い
　現在、各地区に使用済み乾電池などを回収する廃乾電池回収箱を設置してありますが、この回収箱について、
以下の点にご理解とご協力をお願いいたします。

問　民生課　住民福祉係　☎０２６９-８７-３１１４

・電球は入れないでください。（回収できるのは単三電池やボタン電池、携帯電話の電池等です。）
・回収箱に入れる際は持ち込んだビニール袋ごと入れず、電池だけ入れるようにしてください。
・未使用の電池は絶対に入れないでください。電気が残っているものは処分の際に火災等に発展する恐れがあります。
・回収箱については、役場で適宜確認をしていますが、回収箱がいっぱいになっている場合、また、回収箱が亀裂
などによって回収が困難な状態に破損している場合（底に穴が空いている等）などありましたら役場民生課まで
ご連絡ください。

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先
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道路の異状を発見したら
LINEで通報♯9910

□路面の汚れ 　□落下物 　□落石・土砂流入等
□ガードレール・標識等の損傷
□路面の穴ぼこ・段差　　　□動物の死骸

問　建設課　建設事業係　☎️0269-87-3113

問・申　民生課　住民福祉係�☎️ 0269-87-3114

問・申　総務課　情報防災係　☎0269-87-3112

■簡単５ステップで通報完了

◦事故防止のため、運転中の携帯電話の操作はお止めください。
◦引き続き電話による通報も受け付けています。全国共通＃
９９１０（２４時間受付・無料）
◦都道府県等が管理する道路について、夜間・土日・祝日は早
急に対応できない場合があります。
◦道路以外の通報や、私道など私有地の通報は対象外です。
◦事故情報は、警察（110番）へ連絡してください。

全国の道路で3月29日から開始！

友だち追加は
二次元コード

　2023年４月に自転車用ヘルメットの着用が努力義務化さ
れたことに伴い、自転車用ヘルメット着用率向上のため、購
入費用の一部を助成します。

●助成対象者
　次の全てを満たす方が対象です。
　１．年度末時点で16～18歳
　　　または65歳以上の方
　２．2023年4月1日以降に自転車用ヘルメットを購入された方
　３．村内に住所を有する方

●助成対象のヘルメット
　安全認証を受けた新品の自転車用ヘルメット
　※他の助成金を受けたものは除く
　〈対象の安全認証〉　SGマーク・JCFマーク・CEマーク・
　　　　　　　　　　GSマーク・CPSCマークなど

●申請に必要なもの
　１．本人確認書類（学生証、運転免許証、保険証など）
　２．ヘルメット購入額が確認できる領収書など
　３．補助金の振り込みを希望する口座の通帳の写し
　４．安全認証が確認できる写真など

●助成金など
　助成額：購入額の1/2（上限2,000円）
　※対象者1人につき1個1回限り

●お子さまのチャイルドシート着用は、大人
の責任です

　平成１２年４月から、６歳未満のお子さまにチャイル
ドシートの着用が義務づけられています。
　チャイルドシートは、万が一の交通事故の際に、乗
車しているお子さまの身を守る役割があります。
　お子さまには、チャイルドシートを必ず着用させる
ようにしましょう。

チャイルドシート購入費補助金を
ご活用ください

　村では、６歳未満の乳幼児を対象に、チャイルドシ
ートの購入価格（消費税額を除く）の２分の１を補助
金として交付しています。

＊村内に住所を有する者で、乳幼児１人につき１台限
り。

＊補助金額は１００円未満の端数は切り捨てとなり、上
限は１万円です。

チャイルドシートを
着用しましょう

～信濃路はみんなの笑顔つなぐ道～

　「春の全国交通安全運動」が次の期間で行わ
れます。交通事故は、夕暮れ時や夜間・明け方
に増加します。この時間帯は、交通の危険が高
まることから、運転者・自転車利用者・歩行者
のそれぞれが交通ルールの順守と正しい交通マ
ナーを実践する必要があります。
　より一層の交通安全を心掛け、自分の命や周
りの人の命を守りましょう。

○期間：４月６日㈯～ 15日㈪

問　総務課　情報防災係
　　☎0269-87-3112

春の全国交通安全運動

【新規】自転車用ヘルメット購入支援事業
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3
月
10
日
㈰
、
さ
か
え
倶
楽
部
ス

キ
ー
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
に
お
い

て
開
催
し
、
保
育
園
児
か
ら
70
歳
代

の
方
ま
で
41
名
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

ゴ
ー
ル
エ
リ
ア
は
、
出
場
選
手
の

ご
家
族
や
友
人
、
地
域
住
民
の
方
々

で
に
ぎ
わ
い
、
選
手
に
声
援
を
送
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

雪
が
降
る
中
、
た
く
さ
ん
の
ス
タ

ッ
フ
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
事
故
等

な
く
開
催
で
き
た
こ
と
、
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。成

績
発
表

♦
就
学
前

　

優　

勝　

森
川　

佳
菜
子
（
雪
坪
）

　

準
優
勝　

森
川　

幸
祐
（
雪
坪
）

　

第
3
位　

齋
藤　
　

汐
（
青
倉
）

　

第
4
位　

島
崎　

舜
平
（
小
滝
）

♦
小
学
1
～
3
年
男
子

　

優　

勝　

森
下　

奏
志
（
柳
在
家
）

♦
小
学
1
～
3
年
女
子

　

優　

勝　

阿
部　

日
和
（
大
久
保
）

　

準
優
勝　

保
坂　

夏
乃
（
月
岡
）

　

第
3
位　

齋
藤　

紗
希
（
箕
作
）

♦
小
学
4
～
6
年
男
子

　

優　

勝　

島
崎　

暖
平
（
小
滝
）

　

準
優
勝　

樋
口　

湊
斗
（
小
滝
）

　

第
3
位　

樋
口　

向
陽
（
月
岡
）

♦
小
学
4
～
6
年
女
子

　

優　

勝　

島
崎　

夏
芽
（
小
滝
）

　

準
優
勝　

樋
口　

和
香
（
小
滝
）

　

第
3
位　

齋
藤　

未
空
（
箕
作
）

♦
中
学
～
39
歳
男
子

　

優　

勝　

涌
井　

天
斗
（
ス
キ
ー
場
）

　

準
優
勝　

涌
井　

輝
流
（
ス
キ
ー
場
）

　

第
3
位　

樋
口　

快
晴
（
月
岡
）

♦
40
～
49
歳
男
子

　

優　

勝　

北
條　

明
浩
（
ス
ク
ー
ル
）

　

準
優
勝　

岡　
　

一
太
（
箕
作
）

　

第
3
位　

関
谷　

和
仁
（
月
岡
）

♦
50
～
59
歳
男
子

　

優　

勝　

倉
田　

誠
一
（
志
久
見
）

　

準
優
勝　

南
雲　

忠
男
（
月
岡
）

　

第
3
位　

藤
木　

利
章
（
極
野
）

♦
60
歳
以
上
男
子

　

優　

勝　

樋
口　

武
夫
（
小
滝
）

　

準
優
勝　

樋
口　

正
幸
（
小
滝
）

　

第
3
位　

石
澤　

倫
雄
（
横
倉
）

※
就
学
前
は
4
位
ま
で
表
彰

▲よし！　いくぞ！

▲未就学児も！ ▲吹雪の中でのインスペクション

▲どきどきのスタート前！

▲地域の方も観戦！

▲オラもまだまだ現役！

第５３回 栄村スキー大会 開催！

最速タイムを

出した北條で
す
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暖
冬
！
動
植
物
へ
の
影
響
は
？

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
㊶

　

今
年
の
３
月
初
め
に
、
気
象
庁
か
ら
び

っ
く
り
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
12
月
か
ら
今
年
の
２
月
に
か
け

て
の
冬
は
、
気
象
庁
が
１
８
９
８
年
に
統

計
を
取
り
始
め
て
か
ら
２
番
目
に
全
国
の

平
均
気
温
が
高
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

平
年
よ
り
も
１
・
27
度
も
高
い
暖
冬
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

今
か
ら
夏
の
水
不
足
や
耕
作
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
山
野
の
動
植
物
へ

は
影
響
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ち
な
み
に
先
ほ
ど
の
気
象
庁
の
ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
こ
れ
ま
で
最
も
冬
の
平
均
気
温

が
高
か
っ
た
の
は
、
２
０
２
０
年
で
１
・

43
度
も
高
か
っ
た
そ
う
で
す
。
２
０
２
０

年
と
言
え
ば
、
こ
の
周
辺
で
も
里
地
で
は

３
月
中
に
雪
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
年
は
、
暖
地
に
い
る
チ
ョ
ウ
や
ト

ン
ボ
が
複
数
見
つ
か
っ
た
年
で
し
た
。
さ

て
今
年
は
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
産
卵
標
高
が
高
ま
る
？

　

２
０
２
０
年
、
野
々
海
方
面
で
ギ
フ
チ

ョ
ウ
が
産
卵
し
た
最
高
地
点
は
、
我
々
の

観
察
で
は
標
高
１
０
６
０
ｍ
付
近
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
２
０
２
１
年
～

２
０
２
３
年
の
調
査
で
は
、
毎
年
約

９
２
０
ｍ
付
近
が
最
高
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
の
調
査
記
録

（「
野
々
海
・
貝
立
の
自
然
」
１
９
８
２
年

飯
水
教
育
会
）
を
見
る
と
、
野
々
海
方
面

の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息
は
、
標
高
９
０
０

ｍ
付
近
が
境
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
で
す
か

ら
、２
０
２
０
年
の
我
々
の
観
察
記
録
は
、

野
々
海
方
面
で
は
最
高
地
点
で
の
産
卵
記

録
の
よ
う
で
す
。　

　

暖
冬
の
結
果
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
羽
化
す

る
時
期
が
早
ま
る
と
と
も
に
、
幼
虫
の
餌

と
な
る
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
な
ど
の
新
葉

が
早
く
開
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
再
び
１
０
０
０
ｍ
以
上
の
高

地
で
産
卵
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
栄
小
学
校

や
栄
中
学
校
、
そ
し
て
役
場
前
の
植
え
込

み
に
移
植
し
た
食
草
に
も
、
翌
春
に
す
ぐ

に
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
産
卵
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
春
は
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
活
動
が
例
年

以
上
に
活
発
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
庭
先
で
も
見
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

分
布
を
広
げ
る
暖
地
性
の
生
き
物

　

我
々
の
調
査
が
始
ま
っ
て
今
年
で
５
年

目
と
な
り
ま
す
が
、こ
の
間
に
も
村
内
で
、

以
前
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
生
き
物
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

◆
ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ

　

こ
の
ト
ン
ボ
は
、
ト
ン
ボ
の
仲
間
で
は

３
種
し
か
い
な
い
成
虫
で
越
冬
す
る
ト
ン

ボ
で
す
。
も
と
も
と
西
日
本
が
分
布
の
中

心
で
し
た
が
、
近
年
長
野
県
を
始
め
、
近

隣
の
地
域
で
北
進
・
東
進
が
著
し
い
イ
ト

ト
ン
ボ
の
仲
間
で
す
。

　

本
種
は
、
村
内
で
は
２
０
２
２
年
に
突

然
複
数
の
池
や
休
耕
田
等
で
見
つ
か
り
ま

し
た
。
翌
23
年
に
も
見
つ
か
り
、
村
内
で

す
で
に
繁
殖
・
越
冬
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

村
内
で
の
発
見
は
、
長
野
県
内
の
分
布

図
を
変
え
る
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

　

こ
の
チ
ョ
ウ
も
、
も
と
も
と
は
南
方

系
の
中
型
の
チ
ョ
ウ
で
す
が
、
近
年
北

日
本
に
も
分
布
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
青
倉
や
横
倉
な
ど
で
見
つ

か
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
は
、
一
度
も
確
認
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
２
０
２
２
年
、

２
０
２
３
年
は
、
再
び
複
数
か
所
で
確
認

し
ま
し
た
。
特
に
23
年
に
は
、
こ
れ
ま
で

最
高
の
目
撃
回
数
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
確

認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
千
曲
川
右
岸
の
小

滝
で
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
種
は
、
園
芸
用
の
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ

ラ
な
ど
も
食
草
と
な
る
の
で
、
村
内
で
す

で
に
繁
殖
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

❖
　
　
❖
　
　
❖

　

ほ
か
に
も
昨
年
村
内
で
初
確
認
さ
れ
た

外
来
種
の
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
な
ど
も
、

今
年
の
状
況
が
気
に
か
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
暖
冬
後
の
年
は
、
生
き
物
の

移
動
や
拡
散
が
例
年
よ
り
も
活
発
と
な
る

た
め
、
普
段
見
ら
れ
な
い
チ
ョ
ウ
や
ト
ン

ボ
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
身
の

回
り
で
、
見
慣
れ
な
い
生
き
物
を
見
か
け

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局�

☎
８
７
─

３
１
１
８

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
） 

ヤマザクラの蜜を吸うギフチョウ。今
年は例年よりも早く見られるかも。

現在分布が拡大しているホソミイトト
ンボ。村内の発見が、長野県の分布図
を書き換えることになりました。

ツマグロヒョウモン。メスの翅の先は、
黒くなっています。昨年は、初めて千
曲川右岸の地域でも確認されました。
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　２月19日と３月４日に栄中学校コミュニティールーム「サ
ロン」が開かれ、保護者や樋口公民館長さんにおこしいただ
きました。
　「サロン」は村民皆さんと中学生の交流や、地域の方との
情報交換の場にもなりますので、本年度も多くの皆様のご参
加をお待ちしています。

　12月から進めてまいりました「基本計画」の作成が３月２６
日をもって完成しました。これまでご参加いただきました皆様
に感謝いたします。
　この基本計画をもとに、６月までには基本設計を完了させる
計画です。引き続き本年度もワークショップにふるってご参加
ください。

子ども教育係

おじいちゃん、おばあちゃん、いつまでもお元気で！
～北信保育園  高齢者センター訪問～

「みんなで学校を創ろう！」
～「基本計画案」作成完了～

　年長、年中組で高齢者
センターを訪問し、お遊
戯を披露してきました。
　可愛い姿に終始笑顔の
皆さん。たくさんの手拍
子や歓声に子ども達も張
り切って応えていました。最後にひなまつりの歌を
みんなで歌って、「また来るね。」と握手。笑顔あふ
れる温かい時間になりました。

　３月６日に児童会主催による６年生を送る会が行
われました。学校をリードし、優しくしてくれた６
年生に、下級生から心の温まるメッセージが送られ
ました。６年生からも「楽しい栄小をつくっていっ
てください」と下級生への激励の言葉がありました。
お世話になった６年生に感謝を伝える和やかな会に
なりました。

栄小　６年生を送る会

栄中　栄中学校でお茶のみしよう
～サロンより～

本年度も進めます！　『自学共育！』 栄村教育委員会報 №23
発行：栄村教育委員会事務局

2024年４月号
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生涯学習係

　今年度、「日本のさまざまな地域で暮らす森・川・海の名人を訪ね、
一対一で「聞き書き」するプロジェクト」である聞き書き甲子園に、受
入地域として栄村が参加しました。
　村内の８名の「名人」にご協力いただき、石工の技や狩猟（マタギ）、
つぐら作り、山菜採りや伝統食作りなど、高校生に聞き取っていただき
ました。
　そのうち、笹原の関澤キミ子さん、志久見の苅和英治さんを取材され
た高校生が賞を受賞し、お二人とともに３月25日に東京で開かれた表
彰式（フォーラム）に参加してきました。
　知らないところに行き、自分と世界が本当は何なのかを知る。村外の
高校生たちにとっては栄村がまた一つの故郷になったのではと思ってい
ます。フォーラム後、ワークショップもあり、夏に成果発表会を村で開
く計画もできましたので、皆さんぜひご参加ください。「もっと色んな
世界を知りたい！」と思う村の高校生もぜひこの取り組みに参加してみ
てください！

聞き書き甲子園フォーラム（成果発表会）に参加しました

ありがとう！「栄村青少年育成協議会」
　永きに渡り活動を行ってきた栄村青少年育成協議会ですが、令和６年３月31日をもって発展的に解散する
運びとなりました。CS（コミュニティスクール）の活動が活性化してきたことや、協議会が担ってきたあい
さつ運動や、自然学校事業等の今後の運用面等を鑑み、３月１４日㈭の協議会総会で解散の決定がなされました。
　自然学校については、村の事業として継続し、子どもたちの
『学び』や『リーダー育成』の場、大人になっても記憶に残る
ような活動として今後も発展させていきます。「青少年活動の
発展に寄与」という目的については「地域に育ち　地域に学び
　地域を活かす子どもの育成」という目的で行われているCS
に移行し、力を集中させることでCSのさらなる活発化を図っ
ていきたいと思います！
　当会に携わり一緒に作り上げてくださった方々におかれまし
ては、ぜひCSや自然学校にボランティアやスタッフでご参加
いただくとともに、子どもたちと一緒になってワクワクしなが
ら地域を共に創っていただければ幸いです。

本年度も進めます！　『自学共育！』

フォーラムでは阿川佐和子さんにインタビューを受けました
優秀写真賞候補になった
関谷知子さんのつぐら作り

ワークショップの様子

⇐聞き書き甲子園HPはこ
ちら。
　今回の作品集は４月下旬
に役場で閲覧可能です。
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2月火災・救助・救急出動件数

最高気温 16.8℃ ２月18日㈰

最低気温 −4.4℃ ２月13日㈫

平均気温 1.8℃ 総 雨 量 136㎜

栄村の気象（２月）

世帯数 776世帯 前月比−1
人　口 1,579人 −6
男 751人 −1
女 828人 −5

出生 0
死亡 6
転入 2
転出 2

世帯と人口（３月１日現在） ２月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 99 飯山日赤� 5

津南病院� 2
そ の 他� 3
不 搬 送� 0
合　　計�  10
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 20

野沢温泉村 0 0 52

栄 村 0 0 10

管 轄 外 等 0 0 0

つなげよう　防火のバトン　火災ゼロ

４月の納税等
○固定資産税　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　　○農業集落排水処理使用料
○温泉休憩所使用料　○簡易水道料
○学童保育料　　　○雪害救助負担金

生活カレンダー

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　４月30日㈫　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　４月22日㈪
　八十二銀行・県信　４月25日㈭

〈登録方法〉
　右の二次元コードを読み取り、追加又は以下の
方法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

月４
【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
30
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
11
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
乳
児
健
診
】

日
時
：
22
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

子
ど
も
・
子
育
て

行
事
・
そ
の
他

【
集
い
の
場 

に
じ
い
ろ
】

日
時
：
10
日
、
17
日
、
24
日
、
５
月
１
日

　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所
：
診
療
所
２
階

【
春
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
】

日
時
：
13
日
㈯　

午
前
８
時
か
ら

場
所
：
村
内
全
域

【
幼
年
防
火
パ
レ
ー
ド
】

日
時
：
15
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
森
地
区　

【
栄
村
長
選
挙
】

日
時
：
21
日
㈰　

場
所
：
村
内
各
投
票
所

【
栄
村
消
防
団
観
閲
式
】

日
時
：
28
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
栄
中
学
校


